別紙２

○動員種別
　動員種別については、「大阪市地域防災計画」に準じ、以下のとおりとする。

	種　別
	災　害　状　況
	動員人員

	１号動員
	市の全力をあげて防災活動を実施する必要があるとき
	全職員

	２号動員
	災害対策活動を実施する必要があるとき
	財政局長
並びに指定職員（※1）

	３号動員
	被害状況の把握等初動活動を実施する必要があるとき
	指定職員（※1）

	４号動員
	速やかな措置がとれるよう主として情報連絡にあたる必要があるとき
	指定職員（※1）


　　　（※1）指定職員・・・各所属の所掌事務を遂行するために必要な職員で、所属長が指定する。
○動員基準
■地震

	動員
	震度等
	参集場所

	１号動員
	震度６弱以上、大津波警報（府域）
	直近参集／所属参集

	２号動員
	震度５強、津波警報（※2）（府域）
	

	
	震度５弱
	所属参集

	３号動員
	震度４
	

	４号動員
	津波注意報（※2）（府域）
南海トラフ地震臨時情報（巨大地震警戒、又は巨大地震注意）発表（府域）
	


（※2）津波警報又は津波注意報のみ発表された場合、財政局は対象外
●緊急本部員
勤務時間外に市域で震度５弱以上（気象庁発表）又は大阪府域に大津波警報・津波警報発表により、指定された場所に自動参集する。なお、阿倍野防災拠点に参集する緊急本部員については、震度６弱以上（気象庁発表）が発表されたときにのみ自動参集する。（大津波警報・津波警報に対しての自動参集は行わない。）
●直近参集者
・大阪市域に最大震度５強以上の地震が観測されたとき
・大阪府域に大津波警報が発表されたとき
・大阪府域に津波警報が発表され、かつ、大阪市域における最大震度が４以上のとき
・大阪府域に津波警報が発表され、かつ、大阪市域における最大震度が３以下のとき（津波避難対象区（北、都島、福島、此花、中央、西、港、大正、浪速、西淀川、淀川、旭、城東、鶴見、住之江、住吉、西成）のみ）
●防潮扉及び水門閉鎖要員
勤務時間外に大阪府域に大津波警報・津波警報が発表されたときは、指定された場所に自動参集し、所定の防潮扉及び水門閉鎖活動にあたる。なお、他の動員と重複した場合は、他に優先する。
■風水害

	動員
	判断基準

	１号動員
	・府域に強い台風が上陸、あるいは接近するおそれがあるとき（※3）
・市域に特別警報（大雨、暴風、波浪、暴風雪、大雪）が発表されたとき
・災害（河川氾濫・高潮）が発生したとき（財政局は対象外）

	２号動員
	・避難情報（河川氾濫・高潮）を発令したとき（財政局は対象外）

	３号動員
	・府域に台風が上陸あるいは接近するおそれがあるとき（※3）
・避難情報（河川氾濫・高潮）を発令するおそれがあるとき（財政局は対象外）
・高潮のおそれがある場合で、ゆとりを持った自主的な避難の呼びかけを行うとき（財政局は対象外）

	
	

	
	

	４号動員
	・台風以外で、市域に暴風警報、暴風雪警報が発表されたとき
・大雨、洪水警報が発表されたとき（財政局は対象外）

	
	


（※3）台風時は、事前に警戒体制検討会議において組織体制等を検討し、決定する。

